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Learning Analyticsの概観

データ収集
データ蓄積・
フィルタリング

分析
出力／

フィードバック

プライバシーを保護する匿名化と復元

● xAPI
● IMS Caliper
● Adaptive Data 

Collector

● 形式変換
● クレンジング
● 前処理(NLPなど)

● 統計処理
● ビッグデータ解析
● 人工知能

● 可視化
● ダッシュボード
● リコメンデーション
● 学習者適応
● Eポートフォリオ

学生プロ
ファイル

学校評価/
IR

教員プロ
ファイル

教員・
学生への
ﾌｨｰﾄﾞﾊﾞｯｸ

適応型
ﾅﾋﾞｹﾞｰｼｮﾝ

ﾌﾟﾛﾌｧｲﾙ記録

Revised from ISO/IEC TR20748-1 Learning Analytics Interoperability: 
Reference Model 2

LMS/VLE

教育アプリ

サードパーティアプリ



LAデータ記述に関する技術標準の例

• xAPI (TinCan)
– ADL, データ記述スキーム、JSON

• CMI5
– AICC→ADL, xAPI拡張、データスキーム

• Caliper
– IMS Global, データスキーム

• Adaptive Data Collection Scheme
– IoT
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電子教科書とLAデータの対応例
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電子教科書 Learning Analytics

規格名 提唱元 規格名 提唱元

ePub for Education IDPF Caliper IMS Global

文部科学省Project 文部科学省 文部科学省Project 文部科学省

CONETS CONETS ー ー

Varsity Wave 
e-Books

大学生協 大学生協 大学生協

BookLooper 京セラ丸善SI BookLooper 京セラ丸善SI

Analytics+ デジタル・ナレッジ

データ形式やプロトコルの標準化
→ 互換性、データ流通に寄与



LAプライバシーガイドラインの例

• Code of Practice for Learning Analytics
– UK JISC

• Policy on Ethical Use of Student Data for Learning 
Analytics
– UK Open University

• 学習履歴の利活用に関するガイドライン
– 学習履歴活用推進機構
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国際会議EDM 2008〜

国際会議LAK 2011〜

学習履歴データの電子化と細粒度化
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心拍
血圧
発汗

教材アクセス
ページめくり
関連資料閲覧
カメラ映像
音声、視線
位置情報

成績
履修履歴
テスト回答
レポート

成績
履修履歴
OMR回答

2000年前後
• LMSの普及
• 機械可読データへ

2010〜15年
• タブレットPCの普及
• ｸﾗｲｱﾝﾄｻｲﾄﾞのﾃﾞｰﾀ収集

従来
• 紙媒体
• データ変換工数大

今後
• ｳｪｱﾗﾌﾞﾙ機器の普及
• 生理状態の分析

データ
粒度

粗

細

年

LMSのQ&A
メール
SNSﾒｯｾｰｼﾞ

2000〜10年
• 携帯/ｽﾏﾎ
• SNS

脳内
ｽｷｬﾝ?



LA研究のトレンド (LAK2016)

• 粗粒度データを用いる退学予兆予測などの事例は

研究から実用化フェーズへ

• xAPI vs. Caliper: 宗教戦争から互換性追求へ

– JISC & SC36 collaboration

• 今後

– 個別対応、フィードバック、Temporal Data

– 学習スキル（21世紀スキル、SRLなど）
• ルーブリック評価の自動化がネック

– 談話分析：Deep LearningはNLPの壁を破れるか
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教育工学の研究と実用化

8

固定ｼｰｹﾝｽ
CAI

学習者適応
ITS

ILE 支援環境

学習アプリ (PC) LMS

1950s 1960s 1970s 1980s

研究
項目応答
理論 IRT

デジタル教科書

1990s 2000s 2010s 2020s

Intelligent
LMS?

人工知能

Knewton等
適応型ﾃｽﾄｻｰﾋﾞｽ

ロボット
家庭教師?

実用化

適応型テスト 
CAT

Learning 
Analytics

応用システム?

ﾏﾙﾁﾒﾃﾞｨｱ ｲﾝﾀｰﾈｯﾄ
LMS標準化

ｽﾏﾎ・ﾀﾌﾞﾚｯﾄ普及



データ粒度別の状況と把握対象

データの種類 Learning Result Communication Behavior Physiological Data

データの例 科目の成績
テストの成績

メール、SNS、
電子掲示板の内容

ページめくり、
マウス挙動、視線

心拍、血圧、発汗

粒度 粗 中 細 超細

段階 実運用段階
退学予兆予測
適応型テスト

研究段階
ﾌﾟﾛﾄｺﾙ分析等
NLP適用がネック

研究段階
挙動と学習達成の
関係が不明

研究途上
生理状態と学習達成
の関係が不明

科目の達成度
単元の内容理解

批判的思考力
ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ能力
学び方の学習

自己観察/内省力
等メタ認知スキル

ﾘﾃﾗｼｰｽｷﾙ
学び方の学習

個別知識ではなく、スキルを測る材料になり得る？

把握対象
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ご参考：資質・能力
国立教育政策研究所（2013）「社会の変化に対応する資質
や能力を育成する教育課程編成の基本原理（教育課程の
編成に関する基礎的研究　報告書５）」
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